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努力して狭い門から(ルカ13:22-30)
　ある日本人の牧師先生がこのような話をしました。もし、日本のクリスチャンの人口が日本の人口の３分の１くらいになれば、そのあとの３分の２はすぐにクリスチャンに改宗してクリスチャンの王国、キリスト教国家になる可能性がありますと話しました。というのは、日本人の場合は何か絶対的なものと言うよりは数が多ければそちらの方に傾いていく傾向がある裏返しだと思います。もちろん、時になってそのような時が来るようになるでしょうけれども、そういう意味で多くの人が何かを決めたり選択したりするときに、数あるいは多数決などによって決めてしまう傾向があります。それは悪い方法ではありません。群衆の意見に従って、あるいは多くの人がそのような意見を持っているから、あるいはそちらの方向に流れているのでということを理由にしてそれを選択する場合があります。この地上での社会、コミュニティ運営し、そこで維持して何かをやっていくためにはそのような方法をとるしかないでしょう。いろいろな方法の中の一つであり、またとても合理的な方法だと思います。だからと言って、多数決や多くの人が賛同するからと言って、それが正しい、またそれが真理であるとは言えないし限らないものだと思います。つまり、絶対的なものにはなりません。ある意味、世にある様々な選択そのものが結果的に絶対的なものにはならないので、極端に申し上げると、多数決なのかそうでないかはどうでもよいかもしれません。でも、それに私たちはだいぶ慣れているので、少数の人が従って多くの人が反対したり見向きもしない場合は、それがちっぽけなものかあるいは本物ではないかのように思いがちです。そういう中で聖書は私たちにこのように語っています。努力して狭い門から入りなさい。私たちの人生の根本的な問題、また人生が根底から変えられること、真の幸せを得ることは多数決によるものではありません。多くの人が賛同している門から入ると真の幸せ、いのちが得られるわけではありません。逆に言いますと、そのような流れなのでそれはある程度コミュニティの中では必要かもしれませんが、決定的で本当に大事な人生の根本の変化や真の幸せに預かるためには妨げになる可能性があります。そういうものだと皆それに慣れているからです。そこで聖書はこのように私たちに語っています。努力して多くの人が賛同する、多くの人がうなずいていて、また多くの人が納得しているところではなく、そういう意味では逆に皆にあざけられ、ときには試練があって迫害され、だれも見向きもしないかもしれないし、納得してくれないかもしれない、その狭い門から入りなさい。人生の救い、また真の幸せはそこにあると聖書は教えています。それを今日礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、約束として人生におけるいのちの約束としてしっかりと握っていただきたいと思います。狭い門から入りなさい。
私たちの人生の中には多くの門があります。「人生の幸せはここにあります。こうすることによって人生は変わります。これにユートピアがあります。より豊かな人生はここにあります」と叫ぶ様々な声があります。それを聖書は「門」と表現していますが多くの門があります。それを語ろうとすると時間が足りないでしょう。でも、だいたいそれを全部まとめて申し上げると人生の中に用意されている門というものは、まずはヒューマニズムです。ヒューマニズムとは何でしょうか。結局、人を褒め上げることですが、それは悪くありません。でも、そのことによって神様を排除するというのがヒューマニズムなのです。人を内側から磨き、人が努力して頑張れば、その分、良い社会、良い人生になれると、人には無限大の可能性があるので人をどうにかしないといけないと言います。そのヒューマニズムが今の時代はニューエイジ運動と結託して人間そのものが実は神ではないのかという思想があります。言葉でそのように表現することはめったにありませんがニューエイジ思想の核心の部分に迫っていくとそのような思想です。でも、最初はそのようには言いません。サタンも最初はそのように言いませんでしたが、結局はそういう話です。「善と悪を知る木の実を取って食べると、結局あなたは神になり神様はそれを恐れるからダメだと禁じていらっしゃったのではないか」と誘惑しました。それがヒューマニズムの発端です。いろいろな理論によってとても立派に良さそうに聞こえます。でも、その確信の部分は人間で十分だという話です。それがヒューマニズムです。人生の中にはそのような門が用意されていて、「こっちに入りなさい」と言います。そうすると世界のすべての人がそれは納得します。民族と関係なくうなずきます。大きな門です。皆さんがもし道を歩いているとき、大きな門、入りやすく立派な門とちっぽけな狭い門でそこに入るためにはくぐって入らなければならない門があれば、どうせならどちらに入るでしょうか。大きな門の方を選択するでしょう。でも、そこを入っていきますと絶壁です。狭い門をくぐって入いるとそこはいのちにつながる祝福の道があります。それならばどちらを選ぶのでしょうか。でも、多くの人がこういうことに慣れています。「あそこには多くの人が賛同している。世界のほとんどの人が意見が一致しているのではないのか。だからあちらの方が正しい。あちらの方があっている」というような流れにものすごく慣れています。その一つがヒューマニズムです。そして、人生の中には裏側の核心部分を見ると、結局、全部ヒューマニズムで通じるのですが、形を変えて飾って門として用意されています。

それが何かと言うと宗教です。宗教と言う門が人生の中に用意されていて「こちらに入りなさいよ。そうするとここに幸せがありますよ。ここに人生の答えがありますよ」と叫んでいる門が用意されています。宗教にはあらゆる宗教がありますが、宗教は結局同じです。因果応報です。「人がこれほど頑張れば、その分、報われます」という思想があります。そうすると、アフリカの人でもアメリカの人でも小学校しか出ていない人でも博士でもそれは皆うなずくのです。多くの人が「なるほど。そうでしょう」と。だから、それが真理であるかのように私たちには思えて脳細胞に刻まれるようになります。これは聖書が「狭い門から入りなさい」と言われていますが、ただ狭い門と言わないで「努力して」とおっしゃっているのはそんな簡単な話ではないからです。目を覚まして聞いてください。世の中には私たちを惑わして本当の真理、本当のいのちの祝福へと行けないように妨げるための、十分に妨げになるような大きな門がたくさん用意されています。それがそういうものなのかどうかも知らないで私たちはついつい流されてしまいます。そして、結局は同じ内容でしょうが、世の中には律法、また違う言葉で言うと倫理、道徳、良心という門があります。そこを選択するように、それを選んでその中に入りますと何かがあるだろう、人生が変わるだろうと、またあなたの問題の解決はそこにありますと叫んでいます。本当に律法、道徳、倫理、良心というものが私たちの人生の根本から変えて真の幸せを与えるものになるのでしょうか。けれども、それらのものが立派な門として、多くの人がうなずく門としてしっかり立っています。ときには人の愛情という門が用意されています。また同情という門が用意されています。あるいは成功、出世という門があります。「成功すれば、出世すれば人生変わる。幸せになれる」と叫んでいる大きな門が立っています。それにたどり着くかどうかは別にして、ほとんどの人はそれには反対しません。「なるほどそうでしょう」と。そのような門がたくさん用意されています。でも、これらの特徴があります。形はいろいろ違って門のサイズもちょこちょこ違うかも知れませんが共通して通じ合うことがあります。これらは結局は全部、人から生まれたものです。結局は全部、人から生まれたものです。結局は全部、人が作りだしたものです。良いか悪いかは別にして、そういう意味では皆知らない底の部分では全部が通じ合います。だから、いざとなったときには皆、心ひとつにして結託できるのです。狭い門をつぶすためには協力します。そのような門がたくさん用意されています。そんな中で神様はこのように私たちにおっしゃっています。そして、私たちに門を用意していらっしゃいます。福音という門を神様が用意されました。つまり、あなたがたが良いか悪いかと気にして、今、申し上げましたそのような内容が必要であるかどうかというレベルではなく、「人間ではだめです。神様の恵みでなければいけません。だから、神様に立ち返りなさい。神様の方に戻ってきなさい。神の救いがなければ希望はないのです。義人は信仰によって生きます」と言っているので、本当は油と水のようになってしまいます。
今週も熊本のキャンプに行ってきましたが、ある方と会ってお話をするときに「聖書のお話は素晴らしい良い話だしちょこちょこ聞くからそれは良いです。それは仏教でもそんな話をしています。だいたい良い話は似ています」という話をしていました。だいたい、他の宗教の人はそのような感じで、問題はクリスチャンでもそんな感じで聖書を理解している場合があります。そうではありません。皆それらは大きな門です。油と水のような関係になってしまいます。神が用意されている門は福音という門ですが、それは義人は信仰によって生きるように、努力して磨いて人がこうした分こうなるというもの全部が退けられ、信仰によって生きる、神の恵み以外には希望がありません。神に立ち返りなさい。努力して何かをどうするではなく、神に立ち返りなさい。悔い改めなさい。これが福音の門です。神様が用意された門はその門です。しかし、それは実は人の基準や人の流れから見るとなかなか納得できないし理解できません。それで様々な形をとって多くの人が賛同している大きな門から見たときには共通点がありません。通じ合うところがありません。そして本当はそうではないのですが、周りから見ると独善だと言われ、思われても仕方がない内容です。それから、だいたい皆に理解してもらえません。私たちはそれに慣れているからできるだけ皆に理解してもらえる方向に行きたいでしょう。でも神が用意されている福音という門はだれにも理解してもらえない、逆に石を投げられるようになる、そういうものです。そこに入りなさいとおっしゃっています。そういう意味で狭い門と言っています。そのように狭い門があります。だれも見向きもしません。本当は私たちがわかってアーメンとするのは奇跡なのです。神の恵みによって人間の理性には当てはまらない内容です。そのような門を用意しているからと言われると、だれも「ふん。何この話」と言います。今までずっと聞いてきてなるほどと思ってきた、それが思想であれ、教育であれ、理論であれ、そういう内容とまったくかみ合わない話なので「何これ」言うのです。それが神が用意されている福音という門です。だから、聖書はそれを他の様々な世の中で語られている門と比べたときに「狭い門」と言われるのです。皆さん、キリスト教に入ってこの福音をいただいて、それから何を期待していらっしゃるのでしょうか。多くの人が納得してうなずくことを期待していらっしゃるのでしょうか。そのため教会はだんだん変わって宗教化していきます。人々に理解してもらえるように、人のレベルに合わせてどんどん門を大きく、大きく似ているようなものにしていくのです。それはいのちの門ではありません。そこに真理はありません。だから、この絶対に譲ってはいけないものを譲りながら皆と通じ合おうとしているのです。最初から通じ合うところはありません。水と油のようなものです。だからといって、敵対して悪いという意味ではありませんが、そのような内容です。人生には様々な門があります。そして、多くの人がうなずいて、そちらのほうに賛同するかもしれません。その中で、それとはまったく違う福音という門が用意されて、それは人から生まれたものではなく神から与えられたものです。通じ合うところがありません。しかし、その狭い門から入っていきますと、そこには神の国の祝福が、いのちの祝福がそこにあります。そして、その狭い門の他にはありません。だから、神様はときには試練があり無視されたり人に理解してもらえない狭い門でしょうけれども、そこに入りなさいと勧めていらっしゃいます。いろいろな門の中に狭い門が一つ、福音と言う門がありますが、そのように様々な人生の中にはあらゆる門が用意されていますが、聖書は私たちに語っています。そこでいのちに入る門、いのちが得られる門は一つしかありません。だから、狭いのです。他にかみ合って、他に分かち合えるようなところはどこにも見当たりません。たとえば、仏教とイスラム教は、今彼らが聞きますと怒るでしょうけれども、いざとなったときにはあらゆるものを全部カットして通じ合う部分を取り上げ一緒になれるのです。でも、キリスト教だけはそれはできません。もちろん今、反米デモがアラブのいろいろな国から起きています。そこでキリスト教と言っているのは聖書が言っているキリスト教とは内容がまったく違います。でも、世間、世の中ではそれがキリスト教だと思って一緒になって評価するのでしょうが、そのようなときこそ聖書が語っている本当のキリスト教とは何なのかということをしっかりと確認し、揺れない確信を持って守りつつ立っていかないといけません。狭い門です。いのちに預かる門は一つしかないということを聖書は語っています。いろいろな内容、いろいろなカラーがあるでしょう。それはある程度必要な部分もあるし、また益となるところもあるでしょうがぜひ覚えていてください。だからといって、いのちが得られることにはなりません。それは一つしかありません。それが狭い門から入りなさいと言う意味です。つまり、ヒューマニズムがある程度立派な思想であり、道徳や良心、倫理などが必要な部分があります。愛情がなぜ必要ではないでしょうか。それにもかかわらず、そう言った門に入るとそこに神様はいらっしゃいません。真のいのちの主である創造の神様に会うことはできません。それから、宗教に入っていろいろなところが変わる可能性もあるし、成功すると便利になるかもしれません。権力を手に入れるとその分、力を振るうことができるかもしれません。しかし、そのようなことが手に入ったとしても、その門に入ったとしても罪と呪いの運命から解放されるということはありません。ですから、依然と運命の力に捕らわれているまま権力を持つだけです。だから、全部崩れていきます。そこは解決できません。どのような門に入っても神様と出会ったいのちの祝福と罪と滅びの運命から解放される救いの祝福はそこにはありません。どんなに正しいか正しくないかルールを決めてしっかり守っていく律法であっても、そして、因果応報の理論、原理に従って一生懸命、頑張った分、報われる何かがあったとしても、そこに悪魔、サタンを打ち破って勝利するその勝利はありません。見当たりません。そうであれば人生の問題は解決しません。根本から変わることはありません。本当の幸せはそこにありません。逆に子孫３代、４代にまで咎が報われること、それがずっと残るだけです。その結果、成功したにもかかわらず虚しくなり、その結果、宗教に入れば入るほど精神的におかしくなるし、律法そのものが私たちの首を絞めてくるようになってしまうし、愛情が結局は裏切られる結果になるしかありません。もどかしいものに終わるしかありません。なぜかというと、いのちの祝福と関係ないからです。いろいろな立派なものがたくさんあります。私たちはそういうものが「なるほど。そうだろう。そういうものだろう」と人によって強く刻まれた人と、軽く刻まれた人といろいろなパターンがあるしょうが、そのような中で聖書は言っています。そこは私たちが進むべき門ではありません。狭い門から入りなさい。そこにはいのちの祝福はありません。そうならば、そこは人生の幸せとは最初から関係ないものです。そのように聖書は教えています。サタン、悪魔に打ち勝つ勝利はいのちが得られるその門しかありません。この神様と出会って罪と呪いの滅びから解放され、悪魔に打ち勝って勝利できるこのいのちの祝福を完璧に成し遂げられ、まっとうされた方がイエス・キリストです。イエス・キリストを一人しかいらっしゃいません。世界中でこの御名の他に私たち人間が救われる名としてどのような名も人間に与えられていません。ですから、狭い門というものはイエス・キリストです。このイエス・キリストを信じる者はいのちに預かります。イエス・キリストを信じる者は義と認められます。そこに幸せがあり、そこに人生のすべての問題の解決、根本から人生の問題から解決される祝福がそこにあります。そこにのみあります。だから狭い門です。周りから独善と言われるしかありません。その門から入りなさい。親も門ではありません。子どもも門ではありません。学問も門ではありません。イエス・キリストを信じる信仰だけです。イエス・キリストの他には門がありません。イエスさま自らおっしゃいました。ヨハネの福音書１０章７節には他は皆、泥棒であり、わたしは羊の門です。わたしをとおして入る者はいのちを得て、さらに豊かになるとイエスさまは自ら門とおっしゃいました。そのイエスさまが門であると分かったことも奇跡なのですが、残念ながらそのイエスさまという門が狭い門になっていません。一つしかありません。他にもいろいろ門があるかのように、そのいろいろな門の中でイエスという門に自分はくぐって入ったという感じのクリスチャンは神の答えに預かることは難しいです。昔、これから長老になろうとしている任命されていた方と話をしているときに、「自分の友達は寂しくていろいろな宗教を点々としながらカトリックが一番自分には合うのでそこに入りました。私はそれよりはキリスト教の方が合ったので、それぞれ自分に合ったものに入ったのでそれで良いのではないか」と長老になるような人が言っていました。「キリストだけが正しい、全部悪いよ」と言う意味ではありません。だいたいそのような話をすると「あの人は心狭い人間ではなく寛容な人間だ」と皆に認められるときもあるし、納得してもらえます。だから、皆、誘惑されるのです。他のことは全部譲って一緒にするということと、これは別です。いのちの門は狭いのです。ほとんどのクリスチャンの方がこのいのちの門に入ったにも関わらず、狭い門だということが分かっていません。一つしかありません。門は１個しかありません。だれでもイエス・キリストを信じる者は神様に義と認められます。それでイエスさまが自らおっしゃいました。わたしは道であり真理でありいのちです。わたしをとおしてでなければだれ一人父のみもとに来ることはありません。だれ一人としてありません。イエス・キリストがいのちの門であり、イエス・キリストの他には門がありません。他には一緒にして考えるような対象は何一つありません。極端に申し上げますと、私たちの脳細胞、頭の中でイエス・キリストの他に気にかけてこだわって気にするようなアイテムは一切存在しません。全部消してください。狭い門から入らないといけません。イエス・キリスト、その門をくぐったときに、そこに人生の根本からの変化、完全なる変化、真の人生の変化がそこにあります。でも、先週も申し上げましたように、当時、イエスさまの方には貧しい人間、障害者、社会から捨てられた人間ばかり集まっていて、偉そうな人、何か常識ある者はイエスさまのことを見て、また彼らのことを見て、今までの彼らの概念から見たときには何もかみ合いません。だから、無視してあざ笑ったり、あるいは指差したりしていました。そのような背景の中でイエスさまはおっしゃいました。惑わされないように。狭い門から努力して入りなさいと。覚えてください。約束です。他に私たちの脳細胞や心の中に何か残り物になって複雑にややこしくなるようなものがあってはいけません。そういうものは全部消してください。それが必要なのか合っているのか関係なく道、門は１個しかありません。イエス・キリストだけが残るように。イエス・キリストを選択するように。イエス・キリストの中に入るように。それが生きる道です。それが人生を生きる術であり、それが人生の問題の解決であり、それが人生の答えです。いろいろなことが言われていても、そこに答えはありません。努力して狭い門から入りなさい。いのちの門は一つしかありません。イエス・キリスト。ですから、努力してこの狭い門から入るべきです。これが私たちの選択であり、人類の選択です。原発問題で悩んでいる日本の国が選択すべき道は狭い門から入ることです。反米デモや宗教的な様々な感情によって渦巻いているアラブの諸国の人々が選択すべき人生の答えはイエス・キリストです。イエス・キリストを信じている皆さんがそのような感覚を回復しないといけません。狭い門です。「私はクリスチャンだけど、あなたは仏教でいいよ。それぞれ道はいろいろあるのだから。それぞれのカラー、性格に従っていけばよい」と言うことが心広い人のように思うのでしょうか。他の部分では心広いと思われるかもしれませんが、これだけは違います。独善などと言われ、たとえ石を投げられることがあっても、これは死守しないといけません。狭い門です。ときには皆に無視されるかもしれません。自分の理性で理解しようとしたときに理解できない部分も多いです。ただ恵みによって信じられるだけです。三位一体の神様など皆さんの小さな脳細胞のＩＱ、コンピュータで理解できますか。わたしがあなたの中に、あなたがわたしの中に。努力などではなく、信じればもう人生のすべてのものは終わるという話が納得できますか。神の恵みによって信じられるだけです。大きな門に慣れている者は拒否してしまいます。「何が信じるだけで良いのか。頑張らないといけないのではないか。直さないといけないのではないか。何が信じるだけですべての問題が本当に終わるのか。そんなことはあり得ません」と今ここにいらっしゃる方も聖書がそのように言っているのにそれを受け入れない方がいらっしゃると思います。それでずっとまだ問題が終わっていない、ずっと悩み続ける、暗やみをさまよっている方もいらっしゃるかもしれません。なぜでしょうか。大きな門に慣れているから、そんなに簡単に信じるだけで終わるというのは今までの門の中にはありませんでした。でも、聖書は言っています。義人は信仰によって生きます。だれでもイエスの御名を信じる者は救われますと。天にある霊的なすべての祝福を信じたその途端に全部与えられます。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることを分かっていないのか。だから、「イエスさまを信じます」と教会に通っていながらも、イエスを信じたその瞬間、古いものは過ぎ去ってすべてが新しくなったというのはありえません。信じながらも、教会に通っていながらも、それを認めません。なぜでしょうか。大きな門に慣れているから。狭い門です。人間の理性では理解できません。でもイエスを信じるとすべての問題は終わりです。イエスさまを信じるその瞬間、神様が皆さんの中に、皆さんが神様の中にという関係になります。それは図式で、コンピュータでどう頑張っても表現できません。これがいのちです。だから、世の中の人には無視されます。神様が定めていらっしゃるたましい以外には無視されます。その道を私たちは選択して歩いていくのです。でも、そこにいのちの祝福があります。イエスさまがおっしゃいました。その狭い門から入ったものはアブラハム、イサク、ヤコブと一緒に神の国の宴会、パーティ、食卓に預かるようになります。この狭い門を入っていきますとそこは神の国の大きなパーティが用意されています。そうでないものは努力をして愛情を持って宗教、ヒューマニズム、律法などいろいろ頑張ったとしても神に国のパーティとは関係ありません。歯ぎしりをしながら外に捨てられます。１個しかないので努力して入りますというのは人間の努力を強調するわけではありません。いのちが得られる、人生の答えになる門は１個しかないという協調です。だから、他の何かに惑わされないでそちらの方に行ってください。しかも狭いから惑わされずだまされないでそこに入りなさいと言っています。

「努力して」というのはこのような意味があります。このイエス・キリストが来られ、神様は福音の祝福の門を用意していらっしゃるから、人生いのちある限り、生きている限りは機会です。その機会を逃さないように。もしその機会をパスしてしまうと、あとでどんなに叩いてももうありません。今生きているときに、今イエスのお話を聞いているこのときがチャンスです。このときが機会です。人生は機会です。狭い門から入っていのちの祝福に預かるための機会なのです。しかし、その機会は期限付きです。いのちが許されている限りです。地球の歴史が終わらないうちです。だから、地球が回っているうちに今、朝に目覚めていのちが許されているそのときが機会です。余計なことに惑わされないで、余計な主張などをえばらないで狭い門に入りなさい。今が機会です。そして、どんなに倒れていても、どんな問題を抱えていても、どんなに無視され疎外されている人間でも構いません。いのちある限りは機会です。狭い門から入ればよいのです。刑務所に入っている者、犯罪者でもかまいません。狭い門から入ればよいのです。努力して入りなさい。人生失敗したからと言ってあきらめたり、いじめられるからと言って人生あきらめたりしないで機会なのです。どんな試練がってもどんなに険しい道があるとしてもいのちある限りは機会です。狭い門が用意されているから、本物の真理へと入っていく門が用意されているから機会です。あきらめないでその狭い門に入りなさい。また豊かになってすべてを手に入れたからといって油断してはいけません。それで結局は全部崩れるから、いのちあるときにその豊かさによって油断したり高慢にならないで、機会なのだから狭い門に入りなさい。イエス・キリストを信じなさい。イエス・キリストを信じる者は罪赦されます。人生、根本から変えられます。イエスを信じる者に聖書は約束しています。だれでも神の祝福に預かります。人生のすべての問題は終わりました。死と罪の原理から解放されるようになります。イエスさまを信じることは教会に通うこととか、聖書の学びをちょこちょこしたり、宗教の様々な儀式に参加したり、あるいは自分の心で「もう少しまじめにやろう」と決心したりするちっぽけなものではありません。イエスを信じるとだれでも救われます。だれでも根本から人生を変えられ古いものは過ぎ去ってすべて新しくなり、すべての問題は終わります。暗やみの王国、地獄から天国へと、神の国、光の国へと導き入れられて、もう２度と行ったりり来たりできないように遮断されるようになります。神の恵みのプールの中に入れられるようになることです。いつからでしょうか。狭い門をくぐったその瞬間から、イエスを信じて受け入れたその瞬間からです。だから、「努力して」というのは機会です。
そして、もう一つはさきほども申し上げましたように、世の中には皆が多くの人がうなずいて納得している理論や門があまりにも多く、妨げが多いから、それらに惑わされないですべてを振り切って入りなさいという意味で「努力して」と言われています。いろいろな誘惑があります。イエスだけで良いのかと。今朝も早天祈祷会のときにそのようなメッセージをしましたが、神学者の中にもいます。「イエスだけで十分なのか。イエス、イエスとオンリーイエスで良いのか」と。そのような誘惑がたくさんあります。だから、努力してそれに惑わされないで、負けないで、がっかりしないで、イエスに入りなさい。狭い門から入りなさい。つまり、人生を生きていくうちにまた様々な問題、現実、いろいろな状況の中で人間としての最優先すべき選択は狭い門、イエス・キリストです。最優先する、それが「努力して」という意味です。それから、その選択は最高の選択であるし、また絶対的な選択だというのが「努力して」という意味です。努力という言葉にあまりひっかからないようにしてください。最優先で最高、絶対的な選択です。さきほども申し上げましたように、またイエスさまがおっしゃったように、なぜ絶対的なのかというと理由がどうであれ、この狭い門ではない門をくぐったものは神の国とはさようなら、関係ありません。神の国に入るかそうでないかの分かれ目、キーポイントが狭い門、イエス・キリストです。神の国に入れないと「入らなければいいでしょう」ではなくて、それは地獄のままです。そんな簡単な話ではありません。皆さんの顔を見ていると、たぶん肉にものすごく漬物のように漬けていらっしゃるので、神の国とこのような話がピンとこない顔ばかりです。神の国に入ること、入らないことは人生が滅びるか、そうでないかの分かれ目なのです。皆さんが今、趣味、専門性、いろいろなことで頑張って豊かに花が咲いたとしましょう。この狭い門から入って神の国に入っていなければそれは全部地獄での話です。それでもよいでしょうか。このみことばそのものが約束です。努力して狭い門から最優先、最高の選択、絶対的な選択、他に何か惑わされるような内容はありません。どんなに立派な理論があって、どんなに急なことがあったとしても私の選択は狭い門、イエス・キリストです。人生の勝利の秘密は努力して狭い門から入ることです。何を選択するかがすべてです。いのちの祝福に預かる狭い門を選択するようにしていただきたいと思います。
結論を申し上げましょう。皆さんはもうすでにクリスチャンです。ですから、何があってもこういう部分では他の何かに気を使わないで、それが理論であれ状況であれ何であれ他の何かに気を使わないで真っ先に最優先に常に狭い門を選択することを心掛けてください。皆さんはもうすでにイエス・キリストを選んでいらっしゃるからこれからも何があっても最優先にイエス・キリストをつかむように、イエス・キリストを選ぶようにしてください。目の前に死の陰のような問題があっても、それによっていろいろな門が迫ってきますが全部拒否してイエス・キリスト、狭い門を選ぶようにしましょう。イエス・キリストを選ぶようにしましょう。正しいか正しくないか、そういうことではなく真っ先にイエス・キリスト、毎日目覚めたらイエス・キリスト、だから第１、NO１にしていかないといけません。「努力して」とおっしゃっているからやってみてください。たぶん、幸いイエス・キリストを選択して天国の市民になっているにもかかわらず、今狭い門を選択することに慣れていないため、ついついまた人々が皆がうなずいて皆が納得するような大きな流れの方に一緒に流されてしまうのです。常識的にはこうでしょう。ああでしょう。それらを無視するという意味ではありません。しかし、順番としては努力して最優先に、自分が悪いとしてもとにかく最優先にイエス・キリスト、狭い門から入ってください。他のいろいろな理論や考えは皆がやっていることです。一緒に乗っからないでイエス・キリストを選択しましょう。いつでしょうか。人に無視されたときにもイエス・キリスト。財産の状況が傾いたときにもイエス・キリスト。うまくいくときにもイエス・キリストからスタートです。これは選択です。何を選択するのでしょうか。「憎たらしいな」と言う憎しみを持つ。「憎たらしいときに憎しみが生まれるというのは当然です」という大きな門があります。そちらを選ぶのでしょうか。あるいはそれをとにかく抑えてイエス・キリスト、狭い門を選択するのでしょうか。周りか見ると「何それ。馬鹿なのか」と思われるかもしれません。でも、イエス・キリストです。イエス・キリストの福音を選択するように、実際にそのようにしてください。
それから、イエス・キリストを選択すると、他は全部排除することです。他は選ばないで他はある意味無視してイエス・キリストを選択します。イエス・キリストの中から見ると、そこに入ってみると、そこには神の国の祝福があります。そこをしっかり見つめて神の国でのパーティ、食卓、その宴会を思う存分味わうようにしていきましょう。イエス・キリストを選ばないとそれが見えません。イエス・キリストの中には神の国の祝福があります。神の国は神がともにおられすべてを働かせて益となり、神の聖霊の力が現れ、聖霊の導きがあり永遠に保証されているし、また暗闇の悪い者、悪しきものの力を縛り上げて打ち砕くことができる権威もそこにあるし、天使が動員され、時間、空間に制限されないその素晴らしい神のわざが現れます。それが全部、神の国です。神の国の祝福。自分はもういりません。だから、ガラテヤ２章２０節をずっと告白しつつ神様の素晴らしいものだけを残し、それが私のものだと楽しんで喜んで味わうことに入っていってください。のめり込んでください。どのようにしてでしょうか。狭い門から入って、そこにそれがありますので。狭い門から入るというのは他のいろいろな理論や惑わすもの全部カットしていくことです。死の陰の谷を歩いているときにも辛いでしょうけれども、それを気にしないで神の国の祝福を味わうことです。そうすると、神様がそこに答えを出します。ぜひこの順番で狭い門を最優先に選択してそこにある神の国のパーティに参加するようにしてください。クリスチャンのほとんどがせっかく神の国に招かれているのにパーティを楽しむことを分かっていません。アメリカはパーティの文化をよく知っていて、韓国の人はパーティの文化がよく分からないから、アメリカに行きますと招かれて何か楽しむことが難しいようです。まるでそんな感じなのです。思いきり他の何かを気にしないで神の国のパーティを楽しんでください。それに集中してください。
それから、自分自身に向かって、どういう自分なのかと言うと狭い門を選んだ（もちろん神の恵みなのですが）、イエスを信じる狭い門を選択した自分は最高の選択をしたということを確認しつつその自分をほめてください。他にほめられるところはほとんどないと思うし、また周りからあまりほめられたことがないと思います。だから、ほめるということに慣れていないし違和感があるかもしれません。他の部分は別にほめなくてもよいです。ただ、これだけは常にほめるようにしましょう。逆に自分を指して「人間的にあなたみたいに愚かな者、あなたみたいにみじめな人間が、あなたみたいに本当に能力のないくだらない人間がよくも最高の選択なんかしたね。お前は最高だ」と自分をほめるようにしましょう。皆さんがイエスを信じたことは人生の中の一部分とか小さなことではありません。最高の選択でした。それにぜひ気づいてください。それに気づかないので他のものがまた大きく見えて、他のものがもっと面白く見えるのです。他のものがもっと魅力的に見えるのです。そうすると惑わされてしまいます。神の国の大きなパーティを味わうがことできません。他のすべてを忘れて他のすべての今まで見ていたカラーが全部変わっていくようになります。神の国のパーティを存分に思いきり味わい楽しめば変わります。本当に変わります。だめな人間を見る目も変わるし、だめな人間に見えないし、神の国を入れるために用意している器として見えます。変わります。まず、皆さん自分自身の内側から変わります。狭い門、それを今までの皆さんの常識、教育の内容から見るとなかなか理解できないかもしれません。それは大きな門ですから捨ててください。また今現在もまわりの人が流れて走っているそこから見るとなかなか理解できない「何をしているのか」と思われるようなことかもしれません。よく未信者の方々が言うでしょう。「祈ってすべて大丈夫なのですか。頑張らないで祈ればよいなんて話がどこにあるのか」と。知らないからです。でも神の国のパーティを本当に楽しんで祈っていくとすべてが変わります。だから、世の中の常識にとらわれないで努力して狭い門、歯を食いしばってでもイエス・キリスト、神の国の祝福、霊的な世界、こちらの方に入っていくようにしましょう。他の何かが見えないくらいに。

そういう意味で集中という言葉を使います。そのために常に１日何回でもよいです。皆さんになんでこうなるのかとがっかりするようなことがたぶん１日何十回もあると思います。そのたびに「でも、そんなあなたがなぜこんな最高の選択なんかできたのだろう。神様の恵みをほめたたえます。あなたは最高のものです。今でも遅くはない。今でもこのがっかりの中でイエス・キリストをつかもう」いろいろな声やいろいろな思いが飛び交うのですが全部カットして狭い門、イエス・キリストだけ、神の国の祝福だけを存分に味わって神の国の祝福の証し人として勝利していただきたいと思います。
（お祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちは以前、多数決や大きな門などにうなずいていた癖がありますので、神の恵みによって狭い門、イエス・キリストを選択したにもかかわらず、それが狭い門として努力するということが欠けていたことを今日教えられました。イエス・キリストを信じ選んだことは最高の選択でありますので、これからも常に他のすべてを排除しながら狭い門、イエス・キリストを選びイエス・キリストの中にある神の国の祝福を味わい、またそのイエス・キリストを選んだ自分と自分の人生をほめて感謝することができるように兄弟姉妹を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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